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(57)【要約】
【課題】自動車の前部のバンパの下部に車両用アンダー
カバー及びダクトを備える。
【解決手段】自動車の前部のバンパの下部に取り付ける
車両用アンダーカバー３に、アンダーカバー本体11とダ
クト12とを備える。アンダーカバー本体11は、開口部39
を設けた前端板部15と、ダクト収納部30を設けたカバー
本体部14を備える。ダクト12は、フランジ部41と、フラ
ンジ部41から後側に突設したダクト本体部42と、ダクト
本体部42から突設した傾斜舌片43を備える。ダクト12を
アンダーカバー本体11の開口部39に前側から挿入し、フ
ランジ部41が前端板部15の前面に当接すると、傾斜舌片
43の先端部が前端板部15の後面に当接し、ダクト12をア
ンダーカバー本体11に組み付けできる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の前側下部に取り付けられ、前端板部、この前端板部に開口形成された開口部、及
びこの開口部に連通するダクト収納部が設けられたアンダーカバー本体と、
　前記開口部の周囲に位置して前記前端板部に当接するフランジ部、及びこのフランジ部
の後側に延設されて前記ダクト収納部に収納され前記開口部から導入される空気を後側に
案内する筒状のダクト本体部が設けられたダクトと
　を具備したことを特徴とする車両用アンダーカバー。
【請求項２】
　ダクトは、ダクト本体部の外周部から外周側に離間する方向かつフランジ部に向かう方
向に傾斜して突設された弾性的に変形可能な傾斜舌片を備え、
　前記ダクト本体部は、開口部に前側から挿入可能に形成され、前記フランジ部を前端板
部の前面に当接した状態で、前記フランジ部と前記傾斜舌片との間に前記前端板部が挟持
される
　ことを特徴とする請求項１記載の車両用アンダーカバー。
【請求項３】
　ダクトは、フランジ部及びこのフランジ部から後側に一体に筒状に突設されダクト本体
部の前側部を構成する前筒部を設けたフランジ体と、この前筒部の後側に接続されダクト
本体部の後側部を構成する後筒部を備えたダクト本体とを備え、傾斜舌片は、前記後筒部
から一体に突設された
　ことを特徴とする請求項２記載の車両用アンダーカバー。
【請求項４】
　ダクト本体は、上側部材と下側部材とを備え、これら上側部材と下側部材とを前筒部の
外周部に接合しつつ互いに接合して形成された
　ことを特徴とする請求項３記載の車両用アンダーカバー。
【請求項５】
　ダクト収納部は、ブロー成形により前後に貫通しダクト本体部を嵌合保持する保持部が
形成された
　ことを特徴とする請求項１ないし４いずれか一記載の車両用アンダーカバー。
【請求項６】
　ダクトは、少なくとも一部が炭素繊維で形成された
　ことを特徴とする請求項１ないし５いずれか一記載の車両用アンダーカバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、自動車の前部のバンパの下部に取り付けられる車両用アンダーカバ
ーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車の前端部のバンパの下部に取り付けられ、遮音性能の向上や空気抵抗の低
減を実現できる車両用アンダーカバーが知られている(例えば、特許文献１参照。)。また
、この構成では、樹脂のブロー成形により、軽量化や製造コストの低減が実現されている
。また、この構成では、バンパなど他の部材に形成された開口から導入された空気を案内
するエアーガイドが設けられている。
【０００３】
　しかしながら、この構成では、エアーガイドは、他の部材に形成された開口から導入さ
れた空気を案内するため、効率良く空気を案内するためには、車両用アンダーカバーと他
の部材の接続部分から空気が流出しないように、接続部分を気密に保持する部材を設ける
などの必要があり、製造コストの低減が容易でない。
【０００４】
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　また、例えば、走行風をブレーキに案内して冷却するために、冷却ダクトを設ける構成
が知られている(例えば、特許文献２参照。)。この構成では、冷却ダクトのダクト本体は
、複数のブラケットを用いてバンパ及び車体の部材に取り付けられているとともに、開閉
可能な扉を備えている。そして、この扉が開いた状態で、バンパの下方から空気を取り入
れるようになっている。
【０００５】
　しかしながら、この構成では、ダクト本体を複数のブラケットにより複数の部材に取り
付けるため、構成や取付作業が複雑になり、製造コストや取付作業のコストの低減が容易
でない。また、この構成は、バンパの下側から空気を取り入れる構成であり、車両用アン
ダーカバーを備える構成への適用が容易でない。
【０００６】
　また、この特許文献２には、従来の技術として、バンパの内部にダクトを配置した構成
が図示されている。しかしながら、この構成では、ダクトの先端部はバンパの開口と隙間
を設けて遊嵌し、空気の漏出の抑制は考慮されていないとともに、ダクトの取付構造につ
いては示されていない。
【特許文献１】特開２０００－１２８０２７号公報　（第１頁、図１、図４）
【特許文献２】実開平５－７５０３４号公報　（第１頁、第６頁、図１、図３、図５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のように、車両用アンダーカバーが、他の部材に形成された開口から導入された空
気を案内する構成では、効率良く空気を案内するためには、車両用アンダーカバーと他の
部材の接続部分から空気が流出しないように、接続部分を気密に保持する部材を設けるな
どの必要があり、製造コストの低減が容易でない。また、ダクト本体を複数のブラケット
により複数の部材に取り付ける構成では構成や取付作業が複雑になり、製造コストや取付
作業のコストの低減が容易でない。
【０００８】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、空気を効率良く案内できるとともに製
造コストを低減できる車両用アンダーカバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の車両用アンダーカバーは、車両の前側下部に取り付けられ、前端板部、
この前端板部に開口形成された開口部、及びこの開口部に連通するダクト収納部が設けら
れたアンダーカバー本体と、前記開口部の周囲に位置して前記前端板部に当接するフラン
ジ部、及びこのフランジ部の後側に延設されて前記ダクト収納部に収納され前記開口部か
ら導入される空気を後側に案内する筒状のダクト本体部が設けられたダクトとを具備した
ものである。
【００１０】
　そして、この構成では、車両用アンダーカバーにダクトが組み込まれユニット化される
ため、車両への取付作業が容易になり、製造コストが低減される。ダクトは、アンダーカ
バー本体に組み付けられてユニット化されるとともに、アンダーカバー本体の開口部の周
囲に当接するフランジ部を備えたため、空気の漏出を抑制して効率良く空気が案内される
。
【００１１】
　請求項２記載の車両用アンダーカバーは、請求項１記載の車両用アンダーカバーにおい
て、ダクトは、ダクト本体部の外周部から外周側に離間する方向かつフランジ部に向かう
方向に傾斜して突設された弾性的に変形可能な傾斜舌片を備え、前記ダクト本体部は、開
口部に前側から挿入可能に形成され、前記フランジ部を前端板部の前面に当接した状態で
、前記フランジ部と前記傾斜舌片との間に前記前端板部が挟持されるものである。
【００１２】
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　そして、この構成では、傾斜舌片を弾性的に変形させながらダクトのダクト本体部を開
口部から挿入し、フランジ部を前端板部に当接した状態で、傾斜舌片が復帰変形してフラ
ンジ部と傾斜舌片との間に前端板部が挟持され、ダクトがアンダーカバー本体に取り付け
られ、作業性が向上する。フランジ部が前端板部の前面に当接し、このフランジ部から延
設されたダクト本体部が開口部を貫通することにより、空気の漏出を抑制して効率良く空
気が案内される。
【００１３】
　請求項３記載の車両用アンダーカバーは、請求項２記載の車両用アンダーカバーにおい
て、ダクトは、フランジ部及びこのフランジ部から後側に一体に筒状に突設されダクト本
体部の前側部を構成する前筒部を設けたフランジ体と、この前筒部の後側に接続されダク
ト本体部の後側部を構成する後筒部を備えたダクト本体とを備え、傾斜舌片は、前記後筒
部から一体に突設されたものである。
【００１４】
　そして、この構成では、フランジ部、ダクト本体部、及び傾斜舌片を備えたダクトが容
易に形成される。
【００１５】
　請求項４記載の車両用アンダーカバーは、請求項３記載の車両用アンダーカバーにおい
て、ダクト本体は、上側部材と下側部材とを備え、これら上側部材と下側部材とを前筒部
の外周部に接合しつつ互いに接合して形成されたものである。
【００１６】
　そして、この構成では、前側から導入される空気の漏出を抑制し、かつ、前側から接合
部分が見えにくく外観が良好なダクトが容易に構成される。
【００１７】
　請求項５記載の車両用アンダーカバーは、請求項１ないし４いずれか一記載の車両用ア
ンダーカバーにおいて、ダクト収納部は、ブロー成形により前後に貫通しダクト本体部を
嵌合保持する保持部が形成されたものである。
【００１８】
　そして、この構成では、ブロー成形によりダクト本体部を嵌合保持する保持部が形成さ
れ、部品点数の削減による製造コストの低減及び薄型化が容易になる。
【００１９】
　請求項６記載の車両用アンダーカバーは、請求項１ないし５いずれか一記載の車両用ア
ンダーカバーにおいて、ダクトは、少なくとも一部が炭素繊維で形成されたものである。
【００２０】
　そして、この構成では、外観が良好で軽量な車両用アンダーカバーが容易に構成される
。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、車両用アンダーカバーにダクトが組み込まれユニット化されるため、
車両への取付作業が容易になり、製造コストを低減できる。ダクトは、アンダーカバー本
体に組み付けられてユニット化されるとともに、アンダーカバー本体の開口部の周囲に当
接するフランジ部を備えたため、空気の漏出を抑制して効率良く空気を案内できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の車両用アンダーカバーの一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００２３】
　図１及び図２において、１は車両としての自動車で、この自動車１の前部のバンパ２の
下側に位置して、車両用アンダーカバー３が取り付けられている。なお、各図において、
５は前輪であるタイヤであり、このタイヤ５の車軸に接続されたブレーキ装置の被冷却部
であるディスクブレーキは、ブレーキロータ６及びキャリパー７などを備えている。また
、９は被冷却部であるクーラー装置であり、このクーラー装置９は、タイヤ５の前方に位



(5) JP 2010-143359 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

置し、インタークーラーあるいはオイルクーラーなどを構成している。また、以下、自動
車１の直進方向を基準として前後、上下、両側などの方向を説明し、図１などに示す矢印
Ｆが前側方向である。
【００２４】
　そして、車両用アンダーカバー３は、図１ないし図３に示すように、自動車１の前端部
からタイヤ５の前側に位置し、バンパ２の下部に取り付けられていわばバンパ２の一部を
構成し、バンパ２の下側すなわち床下を覆っている。そして、この車両用アンダーカバー
３は、アンダーカバー本体11と、このアンダーカバー本体11に取り付けられた両側一対の
ダクト12とを組み合わせて構成されている。なお、この構成では、ダクト12の後側に位置
して、空気を案内する案内体13がダクト12あるいはアンダーカバー本体11に取り付けられ
ている。
【００２５】
　そして、アンダーカバー本体11は、カバー本体部14と、このカバー本体部14の前端部に
取り付けられた前端板部15とを備えている。そして、カバー本体部14は、例えばポリプロ
ピレン樹脂をブロー成形して形成されたいわばブローユニットである中空アンダーカバー
であり、全体として、板状の下板部21とこの下板部21の上方に位置する上板部22との間に
中空部23を設けた中空体として、薄い、すなわち高さ方向の寸法(嵩高)が小さい剛体とな
っている。また、このアンダーカバー本体11には、上部の外周部に沿って、バンパ２など
の部材に取り付けられる取付部25が複数形成されている。また、アンダーカバー本体11の
両側方向の中央部分には、前後方向を長手方向とする凹溝状に凹設された凹溝部26が複数
形成され、補強効果を有するとともに走行風を案内するようになっている。さらに、アン
ダーカバー本体11の両側方向の中央部分から後側に向かい、後側に配置される後部アンダ
ーカバーに接続される接続突起28が複数突設されている。
【００２６】
　また、このアンダーカバー本体11には、両側一対のダクト収納部30が設けられている。
このダクト収納部30は、下板部21と上板部22との間に位置し、すなわち中空部23の一部と
して、前後に貫通する筒状に形成されている。さらに、このダクト収納部30には、下板部
21と上板部22とが互いに接近するように湾曲された保持部31が形成されている。すなわち
、この保持部31は、下板部21が上側に湾曲された下保持部32と、上板部22の縁部が下方に
向かう上保持部33とを備えている。また、上保持部33は、弾性的に変形可能な爪状に形成
されている。
【００２７】
　また、前端板部15は、略垂直状に配置される縦壁部35と、この縦壁部35の上下の縁部あ
るいは縁部近傍から後側に突設された取付片部36，37を備えている。そして、縦壁部35は
、バンパ２の前面と連続的に配置されて外部に露出する部分であり、適宜の塗装などの意
匠が施される。そして、この縦壁部35は、バンパの一部を構成するとともに、走行風の整
流機能を有しリップスポイラとも呼ばれる部分である。そして、上側の取付片部36は、ア
ンダーカバー本体11の上板部22の上側に嵌合あるいは接合などして取り付けられている。
また、下側の取付片部37は、アンダーカバー本体11の下板部21の上側に載置され、クリッ
プなどの取付手段38で取り付けられている。さらに、この前端板部15には、ダクト収納部
30の部分に臨み、それぞれ開口部39が形成されている。各開口部39は、両側方向に長い扁
平な長円状、すなわち矩形状の両端部を曲線状とした形状で、ダクト収納部30の内部を前
方に連通させている。
【００２８】
　また、ダクト12は、冷却ダクトあるいはカーボンインテークとも呼ばれるもので、カバ
ー本体部14とは別体すなわち別部品であり、少なくとも一部、本実施の形態では全体がカ
ーボンフアイバーすなわち炭素繊維で形成され、軽量化、高い曲げ弾性率の確保、意匠性
の向上などが図られている。そして、このダクト12は、図１ないし図６に示すように、全
体としては、環状のフランジ部41と、このフランジ部の内側の開口部分の縁部から後側に
延設された筒状のダクト本体部42と、このダクト本体部42から突設された係止部である傾
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斜舌片43とを備え、両側のダクト12は互いに対称な形状に形成されている。そして、フラ
ンジ部41は、アンダーカバー本体11の開口部39の縁部から周囲の部分に位置して、前端板
部15の前面すなわち外面に密着して当接するようになっている。また、ダクト本体部42は
、開口部39を貫通可能な扁平な筒状で、上下の面は平面状をなすとともに、前側から後側
に向かい、次第に幅寸法が小さくなるように形成されている。また、傾斜舌片43は、先端
部が自由端となる平板状で、ダクト本体部42の上部のフランジ部41近傍の位置から、前側
すなわちフランジ部41に向かい、ダクト本体部42の外周部から離間する方向すなわち上方
に向かい傾斜して突設されている。
【００２９】
　また、このダクト12は、フランジ体45とダクト本体46とを接合して構成され、さらに、
ダクト本体46は、上側部材47と下側部材48とを接合して形成されている。そして、フラン
ジ体45は、開口部品とも呼び得るもので、フランジ部41と、このフランジ部41から後側に
筒状に突設されダクト本体部42の前側部を構成する前筒部51とが一体に形成されている。
また、ダクト本体46は、上側部材47と下側部材48とを接合した状態で、前筒部51の後側に
接続されダクト本体部42の後側部を構成する後筒部52と、この後筒部52の上側部材47の前
端部から一体に延設された傾斜舌片43とを備えている。また、これら上側部材47と下側部
材48とは、それぞれ前後方向に沿って両側部に延設された接続片部54を備え、これら接続
片部54同士をリベットなどの接合具55で接合して筒状に形成されているとともに、これら
上側部材47と下側部材48との前側部分で前筒部51の外周部を挟み込んで接合するようにし
て、フランジ体45に接合されている。
【００３０】
　そして、このように構成されたダクト12は、アンダーカバー本体11の開口部39に前側か
ら挿入するのみで、アンダーカバー本体11に位置決め及び抜け止めして組み付けられる。
すなわち、ダクト12のダクト本体部42を後端部から、アンダーカバー本体11の開口部39に
前側から挿入する。そして、ダクト12をさらに押し込むと、傾斜舌片43が弾性的に変形し
ながら開口部39を通過し、フランジ部41が前端板部15の前面に密着して当接した状態で、
傾斜舌片43の先端部が開口部39を通過し、この傾斜舌片43が上側に復帰変形する。すると
、この傾斜舌片43の先端部が前端板部15の後面に当接して係止するとともに、この傾斜舌
片43の先端部とフランジ部41との間の広い範囲で前端板部15が挟持され、フランジ部41が
前端板部15の前面に密着して当接した状態で、ダクト12がアンダーカバー本体11に抜け止
めして取り付けられる。さらに、この状態で、ダクト12のダクト本体部42の少なくとも一
部がアンダーカバー本体11のダクト収納部30に収納される。ここで、ダクト本体部42は、
保持部31に嵌合して保持され、すなわち、下側部が下保持部32の上に載置されるとともに
、上側部に上保持部33が弾性的に当接して、安定して支持される。
【００３１】
　また、このように傾斜舌片43の先端部が前端板部15の上部の後面に当接した状態で、こ
の当接した部分を支点として考えると、前端板部15の下部にフランジ部41の下部が当接し
て、ダクト本体部42の上方への回動を規制し、ダクト本体部42の下面がカバー本体部14の
下保持部32に当接して、ダクト本体部42の下方への回動を規制し、ダクト12がアンダーカ
バー本体11に完全に固定された状態となる。
【００３２】
　そして、このようにアンダーカバー本体11にダクト12を組み付けた車両用アンダーカバ
ー３を取り付けた自動車１が走行した状態で、開口部39から導入された走行風である空気
が図１に矢印Ａに示すようにダクト12で案内され、クーラー装置９及びブレーキ装置のブ
レーキロータ６及びキャリパー７を設けたホイールハウスの部分に案内され、これらクー
ラー装置９及びブレーキ装置などを空気で冷却するようになっている。
【００３３】
　このように、本実施の形態によれば、車両用アンダーカバー３のアンダーカバー本体11
にダクト12が組み付けられてユニット化されるため、アンダーカバーと冷却ダクトとをそ
れぞれ車体に取り付ける構成に比べて、部品点数を削減できるとともに、自動車１への取
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付作業を容易にでき、製造コストを低減できる。
【００３４】
　また、ダクト12は、アンダーカバー本体11に組み付けられてユニット化されるとともに
、アンダーカバー本体11の開口部39の周囲に当接するフランジ部41を備えたため、空気の
漏出を抑制して効率良く空気を案内できる。
【００３５】
　さらに、ダクト12に一体的に設けたフランジ部41がアンダーカバー本体11の前端板部15
の前面に密着して当接し、このフランジ部41から突設したダクト本体部42が空気を案内す
る。そこで、他の部材との接続部分を考慮する必要がなく、ダクト12のみにより空気を案
内でき、空気の漏出を抑制して効率良く空気を案内し、クーラー装置９やブレーキ装置を
効果的に冷却できる。すなわち、バンパを構成する前端板部15と冷却用のダクト12との間
に隙間がなく、導入した冷却外気をロスなく冷却対象物まで導くことができる。
【００３６】
　また、アンダーカバー本体11は、カバー本体部14をブロー成形で形成し、このブロー成
形により形成される前後に貫通した中空部23を利用して、ダクト12のダクト本体部42を内
部に収納するダクト収納部30及びダクト本体部42を嵌合保持する保持部31を形成したため
、ダクト12の上下などにダクト12を保持する別体の部材を設ける必要がない。そこで、構
造の簡略化及び部品点数の削減により製造コストを低減できるとともに、車両用アンダー
カバー３の高さ寸法を小さくでき、すなわち容易に薄型化できる。
【００３７】
　また、ダクト本体部42は、筒状のダクト収納部30に収納され、さらに保持部31に嵌合し
て保持され、すなわち、下側部の少なくとも一部が下保持部32の上に載置されるとともに
、上側部に上保持部33が弾性的に当接して、安定して支持できる。このようにして、ダク
ト12の上下が包まれるように固定でき、さらに、ダクト本体部42の両側にダクト収納部30
を当接することにより、ダクト12を安定して支持し、空気流入量が増大した状態でも、ダ
クト12の変形や外れなどを容易に防止できる。
【００３８】
　また、フランジ部41と弾性的に変形可能な傾斜舌片43とを設けたダクト12は、このダク
ト12をいわば車体の外側から開口部39に挿入するのみで、傾斜舌片43が広い面積で前端板
部15を係止し、アンダーカバー本体11に確実に抜け止めして取り付けでき、作業性を向上
し、製造コストを低減できる。このように、ダクト12の取付作業はバンパ２の内側ではな
く車体の外側から行うことができ、作業性を良好にできる。
【００３９】
　このようにして、クリップなどの別体の部材を用いなくても、ダクト12をアンダーカバ
ー本体11に高精度で容易かつ確実に取り付けできる。
【００４０】
　また、ダクト12は、フランジ部41及びこのフランジ部41から後側に一体に筒状に突設さ
れダクト本体部42の前側部を構成する前筒部51を設けたフランジ体45と、この前筒部51の
後側に接続されダクト本体部42の後側部を構成する後筒部52を備えたダクト本体46とを備
え、さらに、ダクト本体46は、上下に分割されて上側部材47と下側部材48とを備え、傾斜
舌片43を後筒部52から一体に突設するとともに、これら上側部材47と下側部材48とを前筒
部51の外周部に接合しつつ互いに接合して形成している。このように３部品で構成するこ
とにより、フランジ部41、ダクト本体部42、及び傾斜舌片43を備えたダクト12を、炭素繊
維など金型で全体を一体に形成できないシート材料を用いた場合にも容易に形成できる。
【００４１】
　また、傾斜舌片43の弾性及び保持部31の上保持部33の弾性が、上側部材47と下側部材48
との隙間、及びダクト本体46とフランジ体45との隙間を塞ぐ方向に作用するため、前側か
ら導入される空気の漏出を抑制し、かつ、前側から接合部分が見えにくく外観が良好なダ
クト12を容易に構成できる。
【００４２】
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　また、ダクト12は、少なくとも一部を炭素繊維で形成したため、ダクト12を軽量化でき
るとともに、炭素繊維の大きな曲げ弾性率を利用して、傾斜舌片43に求められる特性を容
易に実現でき、ダクト本体46の上側部材47などに傾斜舌片43を後付けすることなく一体に
形成して構造を簡略化できる。さらに、炭素繊維の質感により、フランジ部41など外部に
露出する部分について、意匠性を向上できる。
【００４３】
　このようにして、組み付けが容易で空気の供給にいわゆるロスがなく、自動車用冷却ダ
クト及び自動車用冷却ダクト取付構造として好ましい特性を実現できる。
【００４４】
　なお、上記の実施の形態では、ダクト12は、フランジ体45、上側部材47、及び下側部材
48の３部材を接合して構成したが、この構成に限られず、適宜の構成を採ることができる
。例えば、図７に示すように、ダクト本体46について、図６に示す上側部材47と下側部材
48とを一体とした筒状に形成し、ダクト12をフランジ体45とダクト本体46との２部材を接
合して構成することもできる。さらに、ダクト12は、全部あるいは一部を、熱可塑性樹脂
によるブロー成形あるいは射出成形により一体に形成することもできる。
【００４５】
　また、アンダーカバー本体11のカバー本体部14についても、ブロー成形の他、射出成形
や、シート状の部材を組み合わせて形成することもできる。
【００４６】
　さらに、アンダーカバー本体11の一部あるいは全体を他の部材と一体的に形成し、例え
ば、図８に示すように、アンダーカバー本体11の下板部21を、フェンダプロテクタ60と一
体に形成することもできる。この構成では、フェンダプロテクタ60に形成された開口61に
、ダクト12のダクト本体部42の出口側である後端部を差し込み、ダクト12により案内され
る空気が効率良くホイールハウスの内側に供給される。また、この構成では、フェンダプ
ロテクタ60の開口61が、ダクト12を支持する保持部31として機能し、構成が簡略化され、
製造コストの低減が容易になるとともに、車両用アンダーカバー３の薄型化が容易になる
。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、自動車の前部のバンパの下部に取り付けられる車両用アンダーカバーに適用
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の車両用アンダーカバーの一実施の形態を示す図２のＩ－Ｉ相当位置の断
面図である。
【図２】同上車両用アンダーカバーを備えた車両の一部の斜視図である。
【図３】同上車両用アンダーカバーの斜視図である。
【図４】同上車両用アンダーカバーのダクトを示す斜視図である。
【図５】同上車両用アンダーカバーのダクトを模式的に示す斜視図である。
【図６】同上車両用アンダーカバーのダクトの図５のII－II断面図である。
【図７】同上車両用アンダーカバーのダクトの他の実施の形態を示す斜視図である。
【図８】同上車両用アンダーカバーの他の実施の形態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　車両としての自動車
　３　　車両用アンダーカバー
　11　　アンダーカバー本体
　12　　ダクト
　15　　前端板部
　30　　ダクト収納部
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　31　　保持部
　39　　開口部
　41　　フランジ部
　42　　ダクト本体部
　43　　傾斜舌片
　45　　フランジ部
　46　　ダクト本体
　47　　上側部材
　48　　下側部材
　51　　前筒部
　52　　後筒部

【図１】 【図２】

【図３】
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